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　平成２１年第３回定例会は、９月１５日に招集され会期を４日間と決め町長の行政報告の
あと、承認２件、議案１３件、認定６件、報告２件、意見案１件を審議し全て原案のとお
り可決し会期を２日残して閉会しました。なお、審議された議案の主な内容は、次のと
おりです。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２１

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

８
月
４
日
付
け
で
専
決
処
分
し

た
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
平
成
　
年
度
の
地

２１

域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
事

業
と
し
て
国
の
補
正
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
た
女
性
特
有
の
が
ん

対
策
事
業
（
子
宮
・
乳
が
ん
検

診
）
の
助
成
事
業
を
実
施
す
る

た
め
、
百
　
万
５
千
円
を
追
加

１３

措
置
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２１

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
８
月
　
日
付
け
で
専
決
処
分

１０

し
た
も
の
で
、
内
容
は
、
平
成

　
年
度
の
地
域
活
性
化
・
経
済

２１危
機
対
策
事
業
と
し
て
国
の
補

正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
雇
用

創
出
推
進
事
業
を
実
施
す
る
た

め
公
共
施
設
敷
地
内
の
景
観
整

備
事
業
費
３
百
　
万
７
千
円
を

４９

追
加
措
置
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
漁
業
系
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

の
補
修
工
事
費
１
千
３
百
　
万
７０

３
千
円
を
追
加
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

△
鹿
部
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
町
営
住
宅
に
お
け

る
暴
力
団
員
の
不
法
・
不
当
行

為
等
を
防
止
し
、
入
居
者
及
び

周
辺
住
民
の
生
活
の
安
全
と
平

穏
を
確
保
す
る
た
め
暴
力
団
員

の
排
除
規
定
を
追
加
し
た
も
の

で
す
。

△
鹿
部
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
本
条
例
に
お
い
て
も
鹿
部
町

営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

と
同
様
に
暴
力
団
員
の
排
除
規

定
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

△
鹿
部
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
出
産
等
に
お
け
る

妊
産
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
１
年
半
の
暫
定
期

間
で
平
成
　
年
　
月
か
ら
平
成

２１

１０

　
年
３
月
ま
で
の
間
に
出
産
し

２３た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
出
産
育

児
一
時
金
を
現
行
の
　
万
円
か

３８

ら
　
万
円
に
改
正
し
た
も
の
で

４２
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２１

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
２

百
　
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

９３
算
総
額
を
　
億
２
千
　
万
５
千

２８

７９

円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当
４
百
２
万
７
千
円
、
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
等
負
担
金

の
確
定
に
伴
う
還
付
金
２
百
　２１

万
２
千
円
、
町
営
住
宅
修
繕
料

百
　

万
円
、
学
校
給
食
セ
ン

９６
タ
ー
内
部
改
修
工
事
請
負
費
百

　
万
４
千
円
の
追
加
が
主
な
も

９６の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
国
民
健

２１

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
　８９

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
８
億
４
千
万
円
と
し
ま
し

た
。
　
内
容
は
、
平
成
　
年
度
の
医

２０

療
費
の
確
定
に
伴
い
、
国
及
び

支
払
基
金
へ
の
償
還
金
２
千
百

　
万
４
千
円
を
追
加
し
、
一
方
、

４６老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
の
決

定
に
よ
り
、
１
千
百
　
万
５
千

１５

円
を
減
額
し
た
も
の
が
主
な
も

の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
老
人
保

２１

健
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
百

　
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

８３総
額
を
１
千
３
百
　
万
５
千
円

３３

と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
平
成
　
年
度
の
医

２０

療
費
の
確
定
に
伴
い
、
国
・
北

海
道
及
び
支
払
基
金
に
対
す
る

精
算
償
還
金
１
千
百
　
万
６
千

８０

円
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
介
護
保

２１

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
百
　９５

万
円
を
追
加
し
、
保
険
事
業
勘

定
の
予
算
総
額
を
２
億
３
千
百

　
万
円
と
し
ま
し
た
。

９５　
内
容
は
、
平
成
　
年
度
決
算

２０

に
よ
る
各
負
担
区
分
で
あ
る

国
・
北
海
道
及
び
支
払
基
金
に

対
す
る
清
算
償
還
金
百
　
万
円
、

８６

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
百
　９５

万
９
千
円
の
追
加
が
主
な
も
の

で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
後
期
高

２１

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
円

５１

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
千

６
百
　
万
円
と
し
ま
し
た
。

５１

　
内
容
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
検

診
委
託
料
　
万
９
千
円
を
追
加

３８

し
た
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

◎
条
　
例

◎
承
　
認

◎
補
正
予
算
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△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
水
道
事

２１

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
資
本
的
支
出
に
８
百
　
万
２

９４

千
円
を
追
加
し
、
資
本
的
支
出

の
予
算
総
額
を
５
千
６
百
　
万
４３

３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
建
設
改
良
費
の
工

事
請
負
費
８
百
　
万
２
千
円
を

９４

追
加
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
財
政
健
全
化
判

２０

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き

平
成
　
年
度
決
算
の
数
値
を
基

２０

礎
と
し
、
健
全
化
判
断
比
率
に

つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見
を

付
け
て
議
会
へ
報
告
し
た
も
の

で
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
広
報
し
か
べ

　
月
号
（
４
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載

１０さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
て

の
会
計
が
国
の
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
お
り
、
鹿
部
町
の
財
政
は

健
全
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

△
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
北
海
道
市
町
村
総

合
事
務
組
合
に
加
入
し
て
い
る

網
走
管
内
の
湧
別
町
と
上
湧
別

町
が
平
成
　
年
　
月
５
日
に
合

２１

１０

併
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
両
湧
別

町
学
校
給
食
組
合
が
解
散
し
脱

退
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
規
約

の
一
部
変
更
つ
い
て
議
会
の
議

決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

△
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

△
北
海
道
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
こ
の
２
件
に
つ
い
て
も
北
海

道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
と
同
様
に
規
約
の
一
部

変
更
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求

め
た
も
の
で
す
。

△
車
両
の
購
入
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
利
用
す
る
リ
フ
ト
付

き
バ
ス
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

【
購
入
の
名
称
】

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
福

祉
車
両
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
４
Ｗ

Ｄ【
購
入
台
数
】

　
　
人
乗
り
１
台

２３
【
購
入
金
額
】

　
９
百
　
万
円

４０

【
購
入
の
相
手
方
】

　
函
館
三
菱
ふ
そ
う
自
動
車
販

売
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
川
島
　
晃

　
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◇
道
路
の
整
備
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

【
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣

　
財
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

【
以
上
　
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

１７

　
平
成
　
年
度
の
決
算
認
定
は
、

２０

本
会
議
初
日
に
議
長
を
除
く
議

員
で
構
成
す
る
「
決
算
審
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
翌
日
開

催
し
た
同
委
員
会
で
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
い
ず
れ
の
会
計
も

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
満
場
一
致
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
各

会
計
別
の
決
算
額
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
そ
の
他

◎
意
見
書
の
提
出

◎
報
　
告

◎
決
算
認
定

～６会計総額３９億９千３０７万円を審査～

平成２０年度各会計決算額

差引き額歳　　出歳　　入会　計　別

４０，２９０，７０９円２，６４５，３７４，４７９円２，６８５，６６５，１８８円一 般

▲２９，１０８，４５２円８５９，３４９，７６７円８３０，２４１，３１５円国 保

１１，３５６，２５０円４０，３７０，８８０円５１，７２７，１３０円老 人 保 健

９，６１１，３０８円２０５，２２７，８３０円２１４，８３９，１３８円介護（保　　険）

０円７５５，５９７円７５５，５９７円介護（サービス）

１２１，４４１円３４，７０５，７０９円３４，８２７，１５０円後期高齢者医療

２３，０７２，５５８円８６，０９６，４７９円１０９，１６９，０３７円水道（収益的収支）

▲６２，９５４，３２３円１２１，１９８，３２３円５８，２４４，０００円水道（資本的収支）

▲７，６１０，５０９円３，９９３，０７９，０６４円３，９８５，４６８，５５５円合　　　計

※国保会計の不足額▲２９，１０８，４５２円については、翌年度歳入繰上充用金により補填されてい

る。また、水道事業会計（資本的収支）の不足額▲６２，９５４，３２３円は、当年度内部留保資金

３２，３０１，９４２円、消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，７５１，７４０円、建設改良費積立金の取

崩し２６，６２６，６４１円及び減債積立金の取崩し２，２７４，０００円によって補填されています。
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等
）
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る

住
民
の
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

避
難
施
設
に
畳
、
毛
布
、
食
糧
、

飲
料
水
等
を
備
蓄
し
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

応
急
対
策
活
動
を
円
滑
に
行
な

う
た
め
、
避
難
施
設
で
あ
る
小

学
校
に
は
、
停
電
時
の
電
力
を

賄
う
た
め
の
非
常
用
発
電
機
が

２
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。
更
に

は
、
食
糧
販
売
業
者
と
食
糧
調

達
に
関
す
る
防
災
協
定
を
締
結

す
る
な
ど
、
備
蓄
・
調
達
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
当
町
は
、
駒
ケ
岳
山
麓
に
位

置
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
噴
火
に
よ
っ
て
火
災
や
降
灰

な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
駒
ケ
岳
と
共

存
を
図
る
た
め
噴
火
に
対
す
る

防
災
対
策
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
駒
ケ
岳
の
監
視
体
制
に
つ
い

て
は
、
気
象
庁
・
国
・
北
海
道

な
ど
の
関
係
機
関
が
山
頂
や
山

麓
に
各
種
観
測
機
器
を
設
置
し
、

常
時
監
視
・
観
測
を
行
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
庁
舎
屋
上
に
も
監

視
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
駒
ケ
岳
は
火
山
性
地
震

や
火
山
性
微
動
も
な
く
、
静
穏

に
推
移
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
災
害
時
に
お
け
る
非
常
用
備

品
及
び
避
難
体
制
に
つ
い
て
は
、

概
ね
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
寒

冷
期
に
発
生
し
た
場
合
の
対
策

と
し
て
暖
房
器
具
等
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
整
備

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
町
が
保
管
し
て
い

る
非
常
食
に
は
、
賞
味
期
限
が

あ
り
長
期
的
に
保
存
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
の
で
、
防
災
協

定
に
よ
り
食
糧
調
達
体
制
が
整

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
を
勘
案
し
、
適
正

な
数
量
と
な
る
よ
う
調
整
願
い

た
い
。

　
今
後
も
防
災
訓
練
や
防
災
無

線
を
利
用
し
た
情
報
伝
達
訓
練

等
を
継
続
的
に
行
い
、
住
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
並
び
に
近

隣
自
治
体
と
連
携
を
深
め
、
災

害
対
策
に
万
全
を
期
し
て
戴
き

た
い
。

②
町
道
本
別
東
２
号
線
の
現
況

に
つ
い
て

　
町
道
本
別
東
２
号
線
は
、
国

道
２
７
８
号
線
か
ら
町
道
本
別

海
岸
線
に
通
じ
る
延
長
２
９
７
．

０
４
ｍ
の
道
路
で
あ
る
。

　
こ
の
町
道
は
、
沿
道
の
民
有

地
よ
り
町
道
部
分
が
高
い
た
め
、

降
雨
時
に
雨
水
が
路
外
へ
流
出

し
、
民
有
地
に
浸
水
等
の
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対

策
工
事
と
し
て
一
部
に
導
水
縁

石
の
設
置
及
び
路
盤
改
良
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。

　
内
容
は
、
導
水
縁
石
延
長
　７７

ｍ
の
新
設
、
舗
装
補
修
が
縁
石

設
置
部
１
２
５
釈
、
舗
装
欠
損

部
　
釈
の
改
良
工
事
が
実
施
さ

６０
れ
て
い
る
。

◇
調
査
事
項

　
所
管
に
関
す
る
各
施
設
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
山
村

広
場
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
）
の
現
況
に
つ
い
て

◇
調
査
実
施
日

　
平
成
　
年
７
月
　
日

２１

１７

　
第
５
回
臨
時
会
は
、
７
月
　２７

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２１

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４

千
７
百
　
万
３
千
円
を
追
加
し
、

７９

予
算
総
額
を
　
億
８
千
９
百
　

２７

５２

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
の
概
要
は
、
平
成

　
年
度
地
域
活
性
化
・
経
済
危

２１機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
で
、

内
容
は
イ
ベ
ン
ト
用
物
品
保
管

庫
新
設
工
事
費
１
千
５
百
　
万
１４

１
千
円
、
庁
舎
暖
房
改
修
工
事

費
１
千
３
百
　
万
６
千
円
、
庁

３５

舎
ホ
ー
ル
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工

事
費
１
千
百
　
万
１
千
円
、
航

３６

空
写
真
撮
影
委
託
料
３
千
４
百

万
円
、
水
道
事
業
会
計
へ
の
補

助
金
１
千
　
万
８
千
円
、
山
村

３８

広
場
コ
ミ
ュ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

ト
イ
レ
新
設
等
工
事
費
３
千
３

百
　
万
９
千
円
の
追
加
が
主
な

７８
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
水
道
事

２１

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
資
本
的
支
出
に
６
百
　
万
円

６６

を
追
加
し
、
予
算
総
額
４
千
７

百
　
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

４９
　
内
容
は
、
水
道
施
設
改
修
事

業
で
水
源
地
の
改
修
工
事
費
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。

【
以
上
２
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

総
務
経
済
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

◇
調
査
事
項

①
町
有
財
産
（
災
害
関
係
備

品
等
）
の
保
管
状
況
に
つ

い
て

②
町
道
本
別
東
２
号
線
の
現

況
に
つ
い
て

◇
調
査
実
施
日

　
平
成
　
年
７
月
　
日

２１

１６

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

現
地
視
察
後
、
提
出
の
あ
っ
た

資
料
に
基
づ
き
調
査
を
実
施
し

た
。

◇
調
査
結
果

①
町
有
財
産
（
災
害
関
係
備
品

第第
５５
回回
臨臨
時時
会会

◎
補
正
予
算

委

員

会

の

活
　

　

動

総
務
経
済
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
　
　
　

◇
構
成
委
員

　
　
委

員

長
　
中
川
　
　
一

　
　
副
委
員
長
　
川
村
　
裕
司

　
　
委
　
　
員
　
伊
藤
　
辰
男

　
　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
頼
幸

　
　
委
　
　
員
　
竹
ヶ
原
公
勝

民
生
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
　
　
　

◇
構
成
委
員

　
　
委

員

長
　
浦
　
　
梅
吉

　
　
副
委
員
長
　
船
橋
　
敦
子

　
　
委
　
　
員
　
盛
田
　
鐵
次

　
　
委
　
　
員
　
朝
井
　
翔
二

　
　
委
　
　
員
　
野
田
　
重
毅



広　報　し　か　べ（９）

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

現
地
視
察
後
、
資
料
に
基
づ
き

調
査
を
実
施
し
た
。

◇
調
査
結
果

①
鹿
部
町
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

　
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
り
社
会
福
祉
法
人
渡
島
福
祉

会
（
渡
島
リ
ハ
ビ
リ
）
が
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
で
は
、
日
常
生
活

に
お
い
て
支
援
や
介
護
が
必
要

な
方
を
対
象
と
し
て
日
帰
り
で
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
入
浴
・
食
事
・

機
能
訓
練
（
予
防
介
護
）・
レ

ク
リ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
平
成
　
年
度
の
運
営
状
況
は
、

２０

介
護
保
険
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
数
２
，
６
８
６
名
、
自
立
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
１
０
５

名
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

延
べ
利
用
者
数
で
３
８
１
名
が

増
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
平
成
　１８

年
　
月
に
介
護
保
険
制
度
が
改

１０
正
さ
れ
、
要
支
援
者
の
利
用
が

加
わ
っ
た
こ
と
、
更
に
は
平
成

　
年
７
月
か
ら
介
護
予
防
事
業

２０と
し
て
自
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
介
護

保
険
以
外
で
の
利
用
者
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
、

平
成
　
年
３
月
に
浴
槽
に
温
泉

２１

を
引
き
込
む
た
め
の
装
置
を
整

備
し
、
更
に
５
月
に
は
特
殊
入

浴
装
置
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、

送
迎
用
の
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
の

更
新
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

②
山
村
広
場

　
山
村
広
場
に
は
、
野
球
場
と

多
目
的
に
利
用
可
能
な
芝
面
の

グ
ラ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

利
用
期
間
は
４
月
～
　
月
の
７

１０

ヶ
月
間
で
、
平
成
　
年
度
の
利

２０

用
者
数
は
、
６
，
３
１
８
名
と

な
っ
て
お
り
、
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
等
の
練
習
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
野
球
場
に
つ
い
て
は
、
内
野

グ
ラ
ン
ド
や
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の

改
修
工
事
を
行
な
う
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、　１８

ホ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

平
成
　
年
度
か
ら
町
内
者
も
有

１９

料
化
と
な
り
、
１
日
券
１
０
０

円
、
シ
ー
ズ
ン
券
３
，
０
０
０

円
、
回
数
券
（
　
枚
綴
り
）
１
，

１２

０
０
０
円
、
用
具
貸
出
料
金
２

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
　
年
度
の
利
用
者
数
は
、

２０

２
０
，
１
７
３
名
（
町
内
者
１

０
，
７
９
５
名
、
町
外
者
９
，

３
７
８
名
）
で
、
前
年
と
比
較

す
る
と
７
１
７
名
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
は
適
正
な
芝
管
理
に
よ

り
、
コ
ー
ス
の
状
態
が
良
好
に

あ
る
こ
と
が
、
利
用
者
数
の
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た

め
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
を
移
築
し
、

休
憩
室
を
増
築
す
る
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
施
設
内
は
広
い
面
積
を
有
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
緑
地
で
あ
る

た
め
、
適
量
な
施
肥
と
適
切
な

芝
管
理
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
適
正
な
維
持
管

理
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

③
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　
こ
の
施
設
は
、
平
成
　
年
４

１２

月
か
ら
共
用
が
開
始
さ
れ
、
一

般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般

廃
棄
物
（
不
燃
ゴ
ミ
・
不
燃
粗

大
ゴ
ミ
、
焼
却
残
渣
及
び
飛

灰
）
を
埋
立
処
理
す
る
施
設
で

埋
立
処
分
地
と
浸
出
水
処
理
施

設
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
埋
立
処
分
地
の
敷
地
面
積
は
、

１
４
，
２
９
２
釈
、
埋
立
面
積

は
１
１
，
４
０
０
弱
で
、
二
重

構
造
の
遮
水
シ
ー
ト
（
中
密
度

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
シ
ー
ト
）
が
敷

詰
め
ら
れ
て
お
り
雨
水
等
が
浸

透
し
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
浸
出
水
処
理
施
設
は
、
埋
立

処
分
地
の
保
有
水
や
雨
水
等
を

処
理
す
る
施
設
で
、
生
物
処
理

に
加
え
凝
集
沈
殿
、
砂
ろ
過
、

滅
菌
を
行
な
う
施
設
で
あ
る
。

　
管
理
運
営
は
町
で
行
っ
て
お

り
、
埋
立
処
分
地
の
管
理
及
び

作
業
員
は
２
名
で
、
水
処
理
施

設
に
つ
い
て
は
、
委
託
に
よ
り

専
門
業
者
が
管
理
を
行
な
っ
て

い
る
。

　
当
初
の
計
画
で
は
、
使
用
期

間
を
平
成
　
年
度
ま
で
の
　
年

２１

１０

間
を
予
定
し
て
い
た
が
、
埋
立

処
分
地
の
延
命
を
図
る
た
め
、

平
成
　
年
４
月
か
ら
森
町
リ
サ

１８

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
加
入
し
、
再

資
源
化
が
可
能
な
空
き
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
処
理
を
委
託

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成

　
年
９
月
末
ま
で
の
埋
立
が
可

２６能
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
現
在
、
隣
接
地
に
新
た
な
埋

立
処
分
場
の
建
設
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
既
存
の
浸
出
水
処
理

施
設
を
継
続
し
て
利
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
ご
み
の
減
量
化
及
び
再
資
源

化
が
最
終
処
分
場
の
延
命
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引

続
き
町
広
報
な
ど
に
よ
る
意
識

啓
発
を
行
い
、
分
別
に
関
す
る

マ
ナ
ー
の
向
上
と
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◇
編
集
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
委

員

長
　
盛
田
　
鐵
次

　
　
副
委
員
長
　
船
橋
　
敦
子

　
　
委
　
　
員
　
浦
　
　
梅
吉

　
　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
頼
幸

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴ししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん議会を傍聴してみませんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

次回の定例会は、

１２月上旬に開催される予定です。
～傍聴手続きは簡単です。～

　　傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に住所と

　氏名を記入するだけです。


